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委員長  本 図 愛 実  様 

 

気仙沼市教育委員会 

教育長 小 山  淳 

 

 

諮 問 書 

 

気仙沼市立小中学校の教育環境を整備するため，下記事項について，気仙沼市小中

学校再編検討委員会条例（令和６年気仙沼市条例第２１号）第２条の規定により諮問

いたします。 

 

１ 諮問事項 

（１）小学校及び中学校の再編の基本的な考え方 

（２）よりよい教育環境整備のための具体的な学校配置案 

（３）今次再編後の考え方 

（４）再編整備の具体的な方策 

（５）その他再編整備に向け必要となる事項 

 

２ 諮問理由 

 本市の小中学校については，平成２５年６月に「気仙沼市義務教育環境整備計画」

を策定し，１０年間を３段階に分け統合を進め，本年４月までに小学校８件，中学校

４件の統合を行いました。 

しかしながら，実行に時間を要したことや予想を超える少子化による児童生徒数の

減少は，学級数の減少に繋がり，教育活動に様々な課題を生み出しております。 

今後の学校教育においては，子供たちが激変する社会を生き抜くために，主体性を

育てなければなりません。また，不登校や重大ないじめ，特別な支援を要するケース

の増加等，近年の学校課題からは，子供たちの社会性の涵養が一層求められておりま

す。 

以上のことから，これからの学校教育に求められている役割を遂行し，現状におけ

る課題解決を図るための最適な学校規模や配置を考える必要があります。 

 本市教育のビジョンに基づき，児童生徒の発達段階や通学の負担，地域住民の教育

への関わりなど，学校再編について様々な角度からご検討くださるよう諮問いたしま

す。 

 



  Ⅲ－②少子化の現状・児童生徒数の推移 

参考資料２ 本市の人口，児童生徒数，学級数の推移予測 

１ 市全体の人口推移【けせんぬま未来人口会議推進委員会資料より】 

最新の国立社会保障・人口問題研究所の推計結果によれば，今後，本市の人口減少は年間1,000人のペースで進み,2045

年には，高齢化率（65 歳以上の人口割合）は 50％を超えるとされている。2050 年には,総人口が 31,848 人，生産年齢

人口（15～64 歳）は，13,555 人（全体の 43％）と推測されており,特に生産年齢人口は,2025 年から半減を超える減少

幅となっている。 

 

 

 

  

 

    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

２ 出生数と合計特殊出生率【けせんぬま未来人口会議推進委員会資料より】 

合計特殊出生率は,～中略～2017 年より全国，2019 年からは県の数値を下回る状態が続いている。2023 年の出生数

（203 人）及び合計特殊出生数（1.04）は過去最少となっている。      ※出生数は１月～１２月の１年間の数     

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



  Ⅲ－②少子化の現状・児童生徒数の推移 
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令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和1１年度

児童数 学級数
1学級当た

り児童数 児童数 児童数 児童数 児童数 児童数 児童数 学級数
1クラス当た

り児童数

唐桑小 148(22) 6 24.7 149(27) 137(17) 121(17) 118(14) 110(13) 104(16) 6 17.3 -1.3

鹿折小 178(27) 7 25.4 179(24) 180(34) 171(16) 167(22) 142(19) 129(14) 6 21.5 0.7

大島小 41(5)　 ※5 8.2 35(4) 33(7) 28(4) 29(7) 31(4) 30(4) ※3 10.0 0.3

気仙沼小 234(46) 11 21.3 230(30) 220(28) 212(30) 209(35) 194(25) 166(18) 6 27.7 1.0

九条小 220(23) 9 24.4 205(31) 180(15) 159(23) 153(28) 137(17) 133(19) 6 22.2 2.3

月立小 13(2)　 ※3 4.3 14(3) 13(3) 13(2) 14(3) 14(1) 14(2) ※3 4.7 -1.7

新城小 182(23) 6 30.3 175(28) 170(28) 155(21) 144(13) 144(31) 147(26) 6 24.5 0.3

松岩小 284(27) 11 25.8 269(35) 253(29) 220(31) 204(27) 177(28) 178(28) 6 29.7 -1.0

面瀬小 252(33) 10 25.2 247(37) 221(22) 196(25) 173(23) 163(23) 152(22) 7 21.7 -0.3

階上小 156(23) 6 26.0 151(22) 145(22) 133(18) 126(13) 119(21) 108(12) 6 18.0 -1.0

大谷小 137(23) 6 22.8 138(19) 122(16) 105(9) 106(16) 93(10) 81(11) 6 13.5 -1.0

津谷小 214(26) 8 26.8 193(25) 184(24) 167(15) 144(19) 121(12) 108(13) 6 18.0 1.7

合計 2,059(280) 88 23.4 1,985(285) 1,858(245) 1,680(211) 1,587(220) 1,445(204) 1,350(185) 61 22.1

令和1２年度
学校名

令和６年度
Ｒ４~６指定

校変更による

児童数の増減

の平均

３ 児童生徒数の推移 

（１）出生数に基づく児童生徒数の推移    ※児童生徒数は年度単位（４月～３月）令和６年５月１日現在 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

（２）学校別児童生徒数推移予測 

① 小学校児童数等の推移予測            令和６年４月 24 日現在 住民登録数により作成 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

令和６，1２年度の学級数の※は複式学級を含む。児童数の（ ）は入学生数。学級編成は令和６年度のみ１学年から

５学年まで 35 人／１学級，６学年 40 人／１学級。令和７年度以降は全学年 35 人／１学級。 

は，全学年１クラスとなる年度。   は複式学級が生じる年度。 



  Ⅲ－②少子化の現状・児童生徒数の推移 
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生徒数 学級数
1学級当たり

の生徒数
生徒数 生徒数 生徒数 生徒数 生徒数 生徒数 生徒数 生徒数 生徒数 生徒数 生徒数 生徒数 学級数

1学級当たり

の生徒数

唐桑中 77(29) 3 25.7 82(26) 84(29) 88(33) 79(17) 71(21) 60(22) 70(27) 66(17) 61(17) 48(14) 44(13) 43(16) 3 14.3 -1.3

鹿折中 134(42) 6 22.3 126(33) 117(42) 109(34) 108(32) 112(46) 110(32) 106(28) 101(41) 89(20) 90(29) 72(23) 70(18) 3 23.3 0.3

気仙沼中 240(73) 8 30.0 240(80) 231(78) 240(82) 232(72) 227(73) 214(69) 203(61) 173(43) 157(53) 159(63) 158(42) 142(37) 6 23.7 -1.3

新月中 123(39) 6 20.5 109(37) 113(37) 112(38) 101(26) 96(32) 83(25) 88(31) 87(31) 85(23) 70(16) 71(32) 76(28) 3 25.3 1.7

松岩中 181(57) 6 30.2 165(50) 152(45) 159(64) 152(43) 162(55) 125(27) 117(35) 91(29) 95(31) 87(27) 86(28) 83(28) 3 27.7 0.7

面瀬中 118(34) 4 29.5 121(42) 124(48) 140(50) 144(46) 129(33) 112(33) 103(37) 92(22) 84(25) 70(23) 71(23) 68(22) 3 22.7 2.0

階上中 86(24) 3 28.7 88(27) 79(28) 85(30) 78(20) 78(28) 71(23) 73(22) 67(22) 62(18) 53(13) 52(21) 46(12) 3 15.3 0.3

大谷中 66(19) 3 22.0 63(18) 69(32) 76(26) 73(15) 64(23) 61(23) 65(19) 58(16) 44(9) 41(16) 35(10) 37(11) 3 12.3 -3.7

津谷中 143(42) 6 23.8 140(46) 121(33) 111(32) 107(42) 109(35) 103(26) 86(25) 75(24) 64(15) 58(19) 46(12) 44(13) 3 14.7 1.0

合計 1,168(359) 45 26.0 1,134(359) 1,090(372) 1,120(389) 1,074(313) 1,048(346) 939(280) 911(285) 810(245) 741(211) 676(220) 635(204) 609(185) 30 20.3
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② 中学校生徒数等の推移予測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級編成は１学年 35 人／１学級，２・３学年は 40 人／１学級。    は，全学年１クラスとなる年度。 

 

③ 令和５年度県内市別小中学校１学年当たりの学級数 

【小学校】   クラス替えができない   クラス替えができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【中学校】   クラス替えができない   クラス替えができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  Ⅲ－③学校規模によるメリット・デメリット 

参考資料５ 学校規模による教育上の一般的傾向 

文部科学省は，中央教育審議会の初等中等教育分科会の小・中学校設置・運営の在り方等に関する作

業部会［第８回：Ｈ20.12.2］で配布した学校規模による一般的なメリット・デメリット例 

※ 小規模校：小・中学校ともに１２学級を下回る学校（標準：１２学級以上１８学級以下） 

               大規模校：小・中学校ともに２５学級以上の学校 

 小規模化 大規模化 

メリット デメリット メリット デメリット 

【学習

面】 

・児童・生徒の一人ひとりに目

が届きやすく，きめ細かな指

導が行いやすい。 

・集団の中で，多様な考え方に触れ

る機会や学びあいの機会，切磋琢磨

する機会が少なくなりやすい。 

・１学年１学級の場合，ともに努力し

てよりよい集団を目指す，学級間の

相互啓発がなされにくい。 

・集団の中で，多様な考えに触れ，認め

合い，協力し合い，切磋琢磨することを

通じて，一人ひとりの資質や能力をさら

に伸ばしやすい。 

・全教職員による児童・生

徒一人ひとりの把握が難し

くなりやすい。 

・学校行事や部活動等におい

て，児童・生徒一人ひとりの個

別の活動機会を設定しやす

い。 

・運動会などの学校行事や音楽活動

等の集団教育活動に制約が生じやす

い。 

・中学校の各教科の免許を持つ教員

を配置しにくい。 

・児童・生徒数，教職員数が少ないた

め，グループ学習や習熟度別学習，

小学校の専科教員による指導など，

多様な学習・指導形態を取りにくい。 

・運動会などの学校行事や音楽活動等

の集団教育活動に活気が生じやすい。 

・中学校の各教科の免許を持つ教員を

配置しやすい。 

・児童・生徒数，教員数がある程度多い

ため，グループ学習や習熟度別学習，

小学校の専科教員による指導など，多

様な学習・指導形態を取りやすい。 

・学校行事や部活動等にお

いて，児童・生徒一人ひとり

の個別の活動機会を設定

しにくい。 

 ・部活動等の設置が限定され，選択

の幅が狭まりやすい。 

・様々な種類の部活動等の設置が可能

となり，選択の幅が広がりやすい。 

 

【生活

面】 

 

 

 

 

 

・児童・生徒相互の人間関係

が深まりやすい。 

・異学年間の縦の交流が生ま

れやすい。 

・クラス替えが困難なことなどから，人

間関係や相互の評価等が固定化し

やすい。 

・集団内の男女比に極端な偏りが生

じやすくなる傾向がある。 

・切磋琢磨する機会等が少なくなりや

すい。 

・クラス替えがしやすいことなどから，豊

かな人間関係の構築や多様な集団の

形成が図られやすい。 

・切磋琢磨すること等を通じて，社会性

や協調性，たくましさ等を育みやすい。 

・学年内・異学年間の交流

が不十分になりやすい。 

・児童・生徒の一人ひとりに目

がとどきやすく，きめ細かな指

導が行いやすい。 

・組織的な体制が組みにくく，指導方

法等に制約が生じやすい。 

 

・学年全体での組織的な指導体制を組

みやすい。 

・全教職員による各児童・

生徒一人ひとりの把握が難

しくなりやすい。 

【学校

運 営

面・財

政面】 

 

 

・全教職員間の意思疎通が図

りやすく，相互の連携が密に

なりやすい。 

・学校が一体となって活動し

やすい。 

・教職員数が少ないため，経験，教

科，特性などの面でバランスのとれた

配置を行いにくい。 

・学年別や教科別の教職員同士で，

学習指導や生徒指導等についての

相談・研究・協力・切磋琢磨等が行い

にくい。 

・一人に複数の校務分掌等が集中し

やすい。 

・教員の出張，研修等の調整が難しく

なりやすい。 

・教員数がある程度多いため，経験，教

科，特性などの面でバランスのとれた教

職員配置を行いやすい。 

・学年別や教科別の教職員同士で，学

習指導や生徒指導等についての相談・

研究・協力・切磋琢磨等が行いやすい。 

・校務分掌を組織的に行いやすい。 

・出張，研修等に参加しやすい。 

・教職員相互の連絡調整が

図りづらい。 

・施設・設備の利用時間等の

調整が行いやすい。 

・子ども一人あたりにかかる経費が大

きくなりやすい。 

 

 

・子ども一人あたりにかかる経費が小さ

くなりやすい。 

・特別教室や体育館等の施

設・設備の利用の面から，

学校活動に一定の制約が

生じる場合がある。 
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Ⅲ－⑤部活動数　

中学校の部活動設置状況と地区中総体出場状況

競技／学校 唐　桑 鹿　折 気仙沼 新　月 松　岩 面　瀬 階　上 大　谷 津　谷

　野球 △ △ 〇 △ △ △ △

　バスケットボール（男） 〇 〇 〇 〇 〇

　バスケットボール（女） 〇 △ △ 〇 〇 △

　バレーボール（男） 〇 〇

　バレーボール（女） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　ソフトテニス（男） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　ソフトテニス（女） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　卓球（男） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　卓球（女） 〇 〇 〇 〇 〇 ◇ ◇ 〇 〇

　バドミントン（女） 〇 〇

　サッカー 〇 〇 〇 〇 〇

　柔道（男）

　柔道（女） ◇ ◇

　剣道（男）

　剣道（女）

　相撲 ◇

　各学校の出場数 7 6 10 7 9 9 6 7 8

計 69

〇：単独チームでの出場，△：合同チームを編成しての出場，◇：個人のみ出場 △ 9

部活動 唐　桑 鹿　折 気仙沼 新　月 松　岩 面　瀬 階　上 大　谷 津　谷

　美術 〇 〇 〇 〇

　吹奏楽 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　文芸科学部 〇

　各学校の設置数 0 1 2 2 1 2 1 0 2

計 11

令和６年度　地区中学校総合体育大会　参加種目一覧表

※　学校を再編することで,合同チームの解消と,部活動種目の選択肢が増えることが予想できる。
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級

 6
＋

そ
の

他
 6

1
1

一
般

学
級

 5
＋

そ
の

他
 6

9
5

3
8
7

3
8
6

3
1
2
5

5
1
1
7

一
般

学
級

 3
＋

そ
の

他
 6

9
一

般
学

級
 3

＋
そ

の
他

 6

9
一

般
学

級
 3

＋
そ

の
他

 6
1
2

一
般

学
級

 6
＋

そ
の

他
 6

1
2

一
般

学
級

 6
＋

そ
の

他
 6

1
2

一
般

学
級

 6
＋

そ
の

他
 6

8
3

9
一

般
学

級
 3

＋
そ

の
他

 6
9

1
0

一
般

学
級

 4
＋

そ
の

他
 6

9
一

般
学

級
 3

＋
そ

の
他

 6
9

一
般

学
級

 3
＋

そ
の

他
 6

生
徒

数
と

一
般

学
級

数
1
5
9

6
1
5
2

6
1
6
2

6

1
1

1
0

4
9
1

3

8
1

3

1
2

一
般

学
級

 6
＋

そ
の

他
 ６

1
2

一
般

学
級

 6
＋

そ
の

他
 6

1
2

一
般

学
級

 6
＋

そ
の

他
 6

1
3
3

6
1
0
8

5
9
9

4
1
7
3

6
1
6
4

6
1
5
1

6

9
一

般
学

級
 3

＋
そ

の
他

 6
一

般
学

級
 5

＋
そ

の
他

 6
一

般
学

級
 4

＋
そ

の
他

 6

生
徒

数
と

一
般

学
級

数
1
8
7

6
1
8
0

6

1
6

一
般

学
級

 8
＋

そ
の

他
 8

1
6

8
1

一
般

学
級

 8
＋

そ
の

他
 8 3

〇
 改

修
等

に
よ

り
確

保
で

き
る

教
室

数
見

込
み

（
松

岩
1
7
，

面
瀬

1
1
，

階
上

1
0

）

2
0

一
般

学
級

 1
2

＋
そ

の
他

 8
2
1

一
般

学
級

 1
3

＋
そ

の
他

 8
2
1

一
般

学
級

 1
3

＋
そ

の
他

 8
1
9

一
般

学
級

 1
1

＋
そ

の
他

 8
1
5

一
般

学
級

 ７
＋

そ
の

他
 ８

1
8

一
般

学
級

 1
0

＋
そ

の
他

 8
1
7

一
般

学
級

 9
＋

そ
の

他
 8

1
7

一
般

学
級

 9
＋

そ
の

他
 89

2
1
0

8
2
0
9

8
2
4
1

2
9
3

1
0

2
5
0

9

一
般

学
級

 8
＋

そ
の

他
 8

生
徒

数
と

一
般

学
級

数
3
8
4

1
2

3
7
4

1
3

3
6
9

1
3

一
般

学
級

 9
＋

そ
の

他
 8

1
7

一
般

学
級

 9
＋

そ
の

他
 8

1
7

一
般

学
級

 9
＋

そ
の

他
 8

1
6

一
般

学
級

 9
＋

そ
の

他
 8

1
7

一
般

学
級

 9
＋

そ
の

他
 8

1
7

一
般

学
級

 9
＋

そ
の

他
 8

1
7

1
9
7

7
3
0
8

1
1

一
般

学
級

 6
＋

そ
の

他
 6

1
2

一
般

学
級

 6
＋

そ
の

他
 6 9

2
1
8

8

1
9

一
般

学
級

 1
1

＋
そ

の
他

 8
1
9

一
般

学
級

 1
1

＋
そ

の
他

 8
1
8

一
般

学
級

 1
0

＋
そ

の
他

 8
1
7

9
2
4
2

9
2
2
9

9
2
2
9

1
0

2
9
7

9
2
9
1

9

一
般

学
級

 6
＋

そ
の

他
 6

1
2

一
般

学
級

 6
＋

そ
の

他
 6

1
2

一
般

学
級

 6
＋

そ
の

他
 6

1
2

生
徒

数
と

一
般

学
級

数
3
5
2

1
1

3
3
3

1
1

3
2
3

2
6
0

5

1
3

一
般

学
級

 ７
＋

そ
の

他
 ６

1
3

一
般

学
級

 ７
＋

そ
の

他
 6

1
2

一
般

学
級

 6
＋

そ
の

他
 6

1
2

一
般

学
級

 6
＋

そ
の

他
 6

1
2

6
1
3
8

6
1
1
6

6
1
1
3

6
1
7
6

6
1
6
7

6
1
5
0

1
1

一
般

学
級

 5
＋

そ
の

他
 6

生
徒

数
と

一
般

学
級

数
1
9
7

7
1
8
7

7
1
8
3

6
1
7
0

生
徒
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

8
6

3
7
5

5
8

3
4
6

津
 谷

 中
1
1
1

令
和
１
５
(2
0
3
3
)

令
和
１
６
(2
0
3
4
)

令
和
１
７
(2
0
3
5
)

令
和
１
８
(2
0
3
6
)

4
1

3
3
5

3
3
7

3
4
4

3

令
和
９
(2
0
2
7
)

令
和
１
０
(2
0
2
8
)

令
和
１
１
(2
0
2
9
)

令
和
１
２
(2
0
3
0
)

令
和
１
３
(2
0
3
1
)

令
和
１
４
(2
0
3
2
)3

6
4

3
4

1
0
3

4

3
6
5

3
5
8

3
4
4

3

4
面

 瀬
 中

1
4
0

6
1
4
4

3

大
 谷

 中
7
6

3
7
3

3
6
4

3
6
1

3

3
5
3

3
5
2

3
4
6

3
6
2

7
3

3
6
7

3

3
8
3

6
8

3

階
 上

 中
8
5

3
7
8

3
7
8

3
7
1

8
4

4
7
0

3
7
1

3
1
1
2

4

3
8
6

松
 岩

 中
1
5
9

6
1
5
2

6
1
6
2

3
9
5

3
8
7

3
6

1
2
5

5
1
1
7

4

7
1

3
7
6

3
8
8

3
8
7

3
8
5

3
7
0

3

1
5
9

6
1
5
8

6
1
4
2

8
2
0
3

7
1
7
3

6
1
5
7

7
0

3

気
仙

沼
中

2
4
0

8
2
3
2

9
2
2
7

9
2
1
4

8
9

4
9
0

4
7
2

3
1
1
0

4
1
0
6

4
1
0
1

4

6
6

3
4
3

3

鹿
 折

 中
1
0
9

4
1
0
8

4
1
1
2

4

3
6
1

3
4
8

3
4
4

3
6
0

3
7
0

3
6
6

唐
 桑

 中
8
8

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

令
和
１
６
(2
0
3
4
)

令
和
１
３
(2
0
3
1
)

令
和
１
４
(2
0
3
2
)

令
和
１
５
(2
0
3
3
)

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

令
和
１
７
(2
0
3
5
)

令
和
１
８
(2
0
3
6
)

〇
 改

修
等

に
よ

り
確

保
で

き
る

教
室

数
見

込
み

（
面

瀬
1
1
，

階
上

1
0

）

令
和
９
(2
0
2
7
)

令
和
１
０
(2
0
2
8
)

令
和
１
１
(2
0
2
9
)

令
和
１
２
(2
0
3
0
)

3
7
9

3
7
1

新
 月

 中
1
1
2

5
1
0
1

5
9
6

4
1
0
7

4
1
0
9

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

4
8
3

3

9
1

4

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

生
徒
数

学
級
数

9
2

6
1
2
9

5
1
0
3

こ
の
資
料
は
，
市
内
の
出
生
数
を
も
と
に
，

各
中
学
校
の
『
生
徒
数
と
一
般
学
級
の
数
』
を

推
定
し
た
見
通
し
を
表
示
し
検
討
し
た
も
の

・
令
和

5
年
度
ま
で
の
出
生
数
を
も
と
に
推
定

・
移
動
も
あ
る
の
で
，
飽
く
ま
で
推
定
の
数
値

□
再
編
を
行
わ
な
い
状
況
の
検
討

・
単
学
級

(1
ク
ラ
ス

)と
な
る
学
年
を
黄
色
で
着
色

・
国
の

3
5
人
学
級
化
の
方
針
に
伴
う
推
定

・
R

9
は

1
・

2
年
，

R
1

0
以
降
は
全
学
年
が

3
5
人

□
再
編
（
４
校
）
に
つ
い
て
の
検
討

・
各
校
の
単
学
級
が
生
じ
る
状
況
を
踏
ま
え
，

い
ち
早
く
生
徒
の
学
習
環
境
改
善
の
た
め

再
編
時
期
（
案
）
を

R
 9
に
第

1
・

4
区
，

R
1

0
に
第

2
・

3
区
と
設
定

・
早
期
の
学
習
環
境
改
善
の
た
め
，
校
舎
は

新
築
で
は
な
く
，
既
存
校
舎
の
活
用
等
に
て

再
編
受
入
れ
が
可
能
か
を
検
討

・
再
編
受
入
れ
に
必
要
な
教
室
数
と
し
て
，

一
般
学
級
だ
け
で
な
く
，
特
別
支
援
学
級
や

学
習
室
等
の
配
置
も
考
慮

・
第
３
区
（
松
・
面
・
階
）
で
は

R
1

0
時
点
で

既
存
の
松
岩
中
校
舎
に
加
え
，
仮
設
校
舎

（
４
～
６
室
）
１
棟
の
設
置
で
受
入
れ
可
能

・
仮
設
校
舎
に
は
「
学
習
室
」
等
を
配
置
予
定

・
面
瀬
中
・
階
上
中
は
教
室
数
が
限
ら
れ
る
の
で

仮
設
校
舎
（

5
～

6
室
）
２
棟
設
置
が
必
要

ま
た
，
一
般
学
級
又
は
特
別
支
援
学
級
等
を

仮
設
校
舎
へ
配
置
す
る
必
要
と
，
設
置
に
よ
り

校
庭
が
狭
く
な
り
体
育
等
へ
の
影
響
が
想
定

・
参
考
見
積
：
仮
設
校
舎
（
１
階
６
室
）
設
置

設
置
：

1
0

3
,0

0
0
千
円

解
体
：

3
0

,5
0

0
千
円

レ
ン
タ
ル
５
年
間

2
1

,8
0

0
千
円

計
1

5
5

,3
0

0
千
円

・
今
次
再
編
後
の
検
討
の
目
安

・
第

1
区
で
は

R
1

8
に
単
学
級
が
生
じ
始
め
る

・
第

4
区
で
は

R
1

5
に
単
学
級
が
生
じ
始
め
，

R
1

7
に
は
全
学
年
が
単
学
級
と
な
る
推
定

□
第

3
区
の
分
割
再
編
の
検
討

・
面
瀬
中
と
階
上
中
を
先
行
し
て
再
編
を
行
う

場
合
，
両
校
舎
と
も
教
室
数
が
限
ら
れ
る
の

で
仮
設
校
舎
（
６
室
）
１
棟
の
設
置
が
必
要
。

な
お
一
般
学
級
又
は
特
別
支
援
学
級
等
を

仮
設
校
舎
へ
配
置
す
る
状
況
と
推
定

・
R

1
4
以
降
既
存
の
松
岩
中
校
舎
に
お
い
て

３
校
再
編
の
受
入
れ
が
可
能
と
な
る
が
，

R
1

2
以
降
，
松
岩
中
で
は
単
学
級
が
生
じ
る
推
定

・
第
３
区
で
は
他
の
組
合
せ
で
も
，
残
る
学
校
に

お
い
て
，
単
学
級
が
次
の
再
編
ま
で
継
続



学
校

再
編

に
向

け
た

予
定

（改
訂

版
）

令
和

７
年

４
月

１
０

日
時

点

中 間 報 告 確 定 （ 学 校 配 置 ・ 時 期 等 ま で ）

パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト

意 見 を 踏 ま え て の 最 終 検 討

答 申

市 教 育 委 員 会

（ 仮 ） 気 仙 沼 市 小 中 学 校 再 編 計 画 決 定

市
議

会
へ
の
説
明

再 編

（ 仮 ） 気 仙 沼 市 小 中 学 校 再 編 計 画

市 民 へ の 説 明 会

保 護 者 （ ９ 地 区 ）

地 域 住 民 （ ９ 地 区 ） へ の 説 明 会

学 校 設 置 条 例 の 議 会 提 案

Ｒ
７
４
月

Ｒ
７
8
月

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
，
地
元
紙
へ
の
広
告
掲
載
及
び
学
校
配
信
メ
ー
ル
に
よ
り
，
市
民
や
保
護
者
に
随
時
情
報
提
供
を
行
う
。

再 編 準 備 会

（ 体 制 等 は 今 後 検 討 ）

Ｒ
7
9
月

Ｒ
８
２
月

４
月 ～

Ｒ
９
４
月
（
予
定
）

新
た
な
連
携
・協
働
体
制
の
構
築
に
向
け
た
方
向
付
け
の
検
討
期
間

学
校
再
編
と
新
た
な
体
制
構
築
に
向
け
た

具
体
協
議
・準
備
の
推
進
期
間

Ⅲー⑧ 学校再編に向けた予定（改訂版）



  Ⅲ－⑨ワークショップ・意見聴取の実施日時 

 

小学生のワークショップ 

  〇 対象 市内全小学校の５・６年生 計６８５名 

№ 実施日 実施時間 開催校 対象児童数 

１ ７月１１日（木） 10：40～11：25 面瀬小学校 ６年生   ４２名 

２ 〃 13：45～14：30 鹿折小学校 ５・６年生 ５６名 

３ ７月１２日（金） 13：45～14：30 九条小学校 ５・６年生 ８７名 

４ 〃 13：45～14：30 階上小学校 ５・６年生 ５５名 

５ ７月１６日（火） 10：40～11：25 松岩小学校 ５・６年生 ９５名 

６ 〃 10：40～11：25 津谷小学校 ５・６年生 ７９名 

７ 〃 13：45～14：30 大谷小学校 ５・６年生 ５０名 

８ 〃 13：50～14：35 気仙沼小学校 ５・６年生 ７３名 

９ 〃 14：20～15：05 唐桑小学校 ５・６年生 ５５名 

１０ ７月１７日（水） 9：30～10：15 月立小学校 ５・６年生  ６名 

１１ 〃 14：35～15：20 大島小学校 ５・６年生 １９名 

１２ ８月３０日（金） 10：40～11：25 新城小学校 ５・６年生 ６８名 

 

中学生のワークショップ 

  〇 対象 全学年（1,168 名）対象としたが，参加者は各学校の実状に応じて人選 計８４８名 

№ 実施日 実施時間 開催校 参加生徒数 

１ ８月２３日（金） 15：50～16：40 階上中学校 生徒会等  １３名 

２ ８月２６日（月） 14：10～15：10 津谷中学校 １・２年生 ９４名 

３ 〃 15：00～16：00 松岩中学校 1・2 年希望者３２名 

４ ８月２８日（水） 10：45～11：35 新月中学校 全校   １２３名 

５ ９月 ４日（水） 14：30～15：20 鹿折中学校 全校   １３４名 

６ 〃 15：10～16：00 唐桑中学校 ２年生   ２７名 

７ ９月１２日（木） 15：10～16：00 気仙沼中学校 全校   ２４１名 

８ ９月１３日（金） 14：20～14：50 大谷中学校 全校    ６６名 

９ ９月１９日（木） 14：15～15：05 面瀬中学校 全校   １１８名 

 

高校生・若者のワークショップ 

  〇 実施日 ９月５日（木） 実施時間 18：30～ 

  〇 参加者 高校生１１名，気仙沼出身の大学生２名，社会人３名 計１６名 

    

  



  Ⅲ－⑨ワークショップ・意見聴取の実施日時 

 

未就学児・小中学校保護者からの意見聴取会 

〇 実施時間 18：30～20：00 

№ 実施日 ブロック 対象校 参加者数 

１ １０月 ２日（水） 南 津谷小，津谷中，大谷小，大谷中 ６名 

２ １０月 ４日（金） 東（１） 唐桑小，唐桑中 ５名 

３ 〃 東（２） 鹿折小，鹿折中，大島小 １１名 

４ １０月 ７日（月） 西 松岩小，松岩中，面瀬小，面瀬中， 

階上小，階上中 

１７名 

５ １０月１０日（木） 北 月立小，新城小，新月中，気仙沼小， 

気仙沼中，九条小 

１５名  

  ※対象校以外での参加も可能とし，未就学児保護者は都合のつく会場で参加 

  ※動画配信期間及びｗｅｂによる意見聴取期間  

１０月２１日（月）～１０月２７日（日） 視聴回数２４５回  意見回答数４４件 

 

地区住民からの意見聴取会 

  〇 実施時間 18：30～20：00 

№ 実施日 対象地区 参加者数 

１ １０月１５日（火） 唐桑地区 ４名 

２ 〃 気仙沼地区 ２名 

３ １０月１６日（水） 新月地区 ８名 

４ 〃 津谷・小泉地区 ４名 

５ １０月２１日（月） 大島地区 ３名  

６ 〃 松岩地区 ９名 

７ １０月２４日（木） 鹿折地区 １０名 

８ 〃 面瀬地区 ８名 

９ １０月２９日（火） 階上地区 ２名 

１０ 〃 大谷地区 ３１名 

 



 Ⅲ－⑩三陸新報広告欄を活用した広報・全６回分 

 

Ｒ６.６．２３掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ６．８．１４掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ６．９．２２掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 Ⅲ－⑩三陸新報広告欄を活用した広報・全６回分 

Ｒ６．１１．２７掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ６．１２．１７掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ７．２．１１掲載 



 

 

Ⅲ-⑪ 再編検討準備会の概要 

気仙沼市立小中学校再編検討準備会の概要   

１ 再編検討準備会の構成 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 再編検討準備会の開催日時 

 

３ 再編検討準備会の協議の概要 

  義務教育環境整備計画を実施していく中で明らかになった課題等を整理した上で，再編検討委員

会で検討すべき事項を協議いただいた。 

（１）義務教育環境整備計画遂行上の課題 

 ①計画から実施までの長期化 

 ②計画実施上の課題（学校統合のメリット・デメリットの市民との共通認識の不足） 

 ③学校将来像の共有不足 

④保護者からの意見聴取不足 

⑤合意形成の在り方（計画策定段階での市民理解や全体としての合意形成の不足） 

（２）再編検討委員会で検討すべき事項 

①気仙沼市小中学校再編検討委員会スケジュールについて 

  ②魅力ある学校づくり，特認校について 

③地域とのつながりについて 

④小中学校の再編の考え方，小中学校の数，区割りについて 

  ⑤再編時期について 

⑥市民理解の促進について 

⑦その他の観点（特別支援教育の充実，防災の視点） 

№ 選出区分 氏名（敬称略） 主  な  役  職 

１ 

学識経験者 

本 図 愛 実 
国立大学法人宮城教育大学 教職大学院 教授 
元県立高校将来構想審議会 会長 

２ 田 端 健 人 
国立大学法人宮城教育大学 教職大学院 教授 
県立高等学校入学者選抜審議会 委員長 

３ 今 野 享 子 
元気仙沼中学校長 
元中央教育審議会 委員 

４ 

市民 

春 日 敏 春 気仙沼市体育協会会長 

５ 畠 山 拓 男 
唐桑地域自治会連絡協議会 会長 
舞根自治会 会長 

６ 小野寺 克 浩 本吉夢プロジェクト委員会 

７ 

保護者 

芳 賀 周 太 
市立小学校保護者代表 
津谷小学校ＰＴＡ会長 

８ 石 原 祥 子 
市立中学校保護者代表 
新月中学校ＰＴＡ会長 

９ 廣 野 香 苗 
就学前保護者代表 
会社員（アサヤ株式会社） 

10  
学校関係者 

尾 形 浩 明 
条南中学校長 
市立学校長会 会長 

11 小野寺 貴 子 
気仙沼小学校長 
前宮城県総合教育センター 副所長 

年 月 日 会議名等 主な検討事項 

５ 11 29 
第１回 
再編検討準備会 

委嘱状交付 
本市の課題から，これからの本市の学校はどうあればよいか。 

 
 
６ 

 
１ 

 
12 

第２回 
再編検討準備会 

再編検討のプロセス 
・本市の課題から，これからの本市の学校はどうあればよいか。 
・再編検討委員会の進め方 

 
２ 

 
９ 

第３回 
再編検討準備会 

検討委員会の在り方 
・検討委員会に検討してほしいこと。 
・検討委員会の構成 



(敬称略）

№ 区 分 氏  名 主 な 役 職 備  考

1 小野寺　隆　成 社会教育委員会議　議長

2 田　端　健　人
国立大学法人宮城教育大学　教職大学院　教授
県立高校入学者選抜審議会　委員長

3 本　図　愛　実 国立大学法人宮城教育大学教職大学院教授　　宮城県こども・子育
て会議会長　　前県立高校将来構想審議会委員長 委員長

4 伊　東　征　吉 気仙沼中央自治会連絡協議会　会長

5 小野寺　克　浩 本吉夢プロジェクト委員会　委員長

6 春　日　敏　春 気仙沼市体育協会　会長

7 佐　藤　由美子 気仙沼ESD/RCE推進委員会　副委員長 副委員長

8 畠　山　拓　男
前唐桑地域自治会連絡協議会　会長
舞根自治会　会長

9 石　原　祥　子
月立小学校PTA会計
新月中学校PTA会長

10 村　上　里　美 唐桑小学校PTA副会長

11 笠　原　寛　子 大谷中学校PTA監事

12 佐々木　有佳里 松岩中学校PTA会長

13 廣　野　香　苗 アサヤ株式会社

14 増　田　真　弓
大谷幼稚園保護者
子ども・子育て会議委員

15 荒　木　　　順 宮城県気仙沼高等学校　校長

16 小野寺　裕　史
令和６年度　市立学校長会　会長
鹿折小学校長

17 吉　川　　　泉
令和６年度　市立学校長会　副会長
面瀬中学校長

18 小　松　智　子
私立幼稚園連合会代表
気仙沼カトリック幼稚園長

19 児童福祉
関係者 熊　谷　智　子 マザーズホーム管理者

※名簿は選出区分ごとの五十音順

Ⅲ－⑫再編検討委員会の構成

気仙沼市小中学校再編検討委員会の構成

学 校
関係者

関係団体

学 識
経験者

児 童
保護者

生 徒
保護者

未就学児
保護者

令和７年３月３１日現在


